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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

平成24年10月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり
四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 1,956 57.4 779 209.2 782 210.3 403 230.3
24年3月期第2四半期 1,243 23.5 252 63.8 252 61.2 122 44.0

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 480百万円 （397.0％） 24年3月期第2四半期 96百万円 （23.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 43.36 ―
24年3月期第2四半期 13.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 3,744 3,209 82.4
24年3月期 3,490 2,839 78.6
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  3,084百万円 24年3月期  2,742百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成24年10月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行いましたが、平成24年３月期の期末配当金については、当該株式分割前の実績を記載
しております。なお、平成25年３月期(予想）の期末配当金は当該株式分割後で記載しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 2,100.00 2,100.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 12.50 12.50

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
平成25年3月期の連結業績予想につきましては、四半期ごとの変動が予想されることから各四半期における業績予想を記載しております。 
平成24年10月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり
当期純利益を算定しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第3四半期(累計) 2,550 38.1 570 47.3 570 47.3 330 68.8 35.44
通期 3,300 28.8 700 39.5 700 39.4 390 49.1 41.88



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、 
金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 47,296 株 24年3月期 47,296 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 732 株 24年3月期 732 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 46,564 株 24年3月期2Q 46,564 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興に向けた需要等により底堅く推移して

いますが、欧州での金融危機や円高の長期化、新興国の成長鈍化等世界経済減速の懸念により、先行きについては

不透明な状況が深刻化しております。 

 当社グループの主な事業分野である携帯電話業界におきましては、携帯電話の国内出荷台数（４月～８月）は、

スマートフォンの出荷は増加していますが、フィーチャーフォンが減少したことで全体として前年比で減少しまし

た。 

  このような環境のなか、当社グループは音声認識事業を事業の柱としており、銀行向け業務日報ソリューション

を本格稼動させ、業務支援ソリューションへの事業展開を行ってきました。 

  また、スマートフォンやタブレット端末の業務ツールとして活用が進んでいる昨今、音声認識技術の発展に一層

注力し、この新しいユーザーインターフェースを活用し、手軽な操作や入力を可能にする業務支援ソリューション

の企画・販売を推進し、さらなる発展を目指してまいります。 

  当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績としましては、売上高は 百万円（前年同四半期比

57.4％増）、営業利益は 百万円（同209.2％増）、経常利益は 百万円（同210.3％増）、四半期純利益は

百万円（同230.3％増）となりました。 

  セグメントごとの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、次のとおりであります。  

  

① ライセンス（音声認識・ＵＩソリューション事業分野、音源事業分野、ＣＲＭソリューション事業分野） 

  売上高は 百万円（前年同四半期比62.8％増）となりました。 

  音声認識・ＵＩソリューション事業分野の売上高は 百万円（同123.4％増）となりました。イニシャルフィ

ーによる収入は前第２四半期連結累計期間と比較し減少しましたが、カスタマイズ業務による収入は増加し、ラン

ニングロイヤルティによる収入は、前四半期より回復傾向が続き、当第２四半期連結累計期間におきましては前第

２四半期連結累計期間と比較し増加となりました。また株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモの「しゃべってコンシ

ェル」に提供した音声認識製品等の売上が寄与し、売上増となりました。  

  音源事業分野の売上高は 百万円（同57.0％減）となりました。株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモとの音源

ＩＰライセンス契約に基づくロイヤルティ収入は、フィーチャーフォンの減少により国内市場における音源搭載台

数が減少となりました。 

  ＣＲＭソリューション事業分野の売上高は 百万円（同4.1％減）となりました。前第２四半期連結累計期間と

比較しＣＲＭ製品の売上は微増となりましたが、受託開発の売上が減少したことからＣＲＭソリューション事業分

野の売上は減少となりました。 

     

② ライセンス以外（基盤事業分野、カード事業分野） 

  売上高は 百万円（前年同四半期比0.9％増）となりました。 

  基盤事業分野の売上高は 百万円（同5.5％増）となりました。カスタマイズ業務による収入が増加したことか

ら前第２四半期連結累計期間と比較し、増加となりました。   

  カード事業分野の売上高は 百万円（同2.3％減）となりました。英語リスニング模擬試験用メモリーカードの

書込みが前第２四半期連結累計期間と比較し、減少となりました。    

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

1,956

779 782 403

セグメントの名称 
第12期

第２四半期連結累計期間 
（百万円） 

第13期
第２四半期連結累計期間 

（百万円） 

増減
（百万円） 

ライセンス  1,133  1,846  712

音声認識・ＵＩソリューション  692  1,547  854

音源  235  101  △133

ＣＲＭソリューション  205  197  △8

ライセンス以外  109  110  1

基盤  45  48  2

カード  63  62  △1

売上高合計  1,243  1,956  713

1,846

1,547

101

197

110

48

62
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 百万円増加し 百万円となりま

した。  

  総資産の内訳は、流動資産が 百万円（前連結会計年度末比 百万円増）、固定資産が 百万円（同 百万

円増）であります。 

  流動資産の主な変動要因は、現金及び預金の減少 百万円、売掛金の増加 百万円、有価証券の増加 百万円

によるものであり、固定資産の主な変動要因は、イズの株式追加取得等により発生したのれん 百万円の増加によ

るものであります。 

  負債の部では、流動負債が 百万円（前連結会計年度末比 百万円増）、固定負債が 百万円（同 百万円

減）であります。 

  流動負債の主な変動要因は、買掛金の減少 百万円、未払法人税等の増加 百万円、１年内返済予定の長期借

入金の減少 百万円、その他の増加 百万円等によるものであり、固定負債の主な変動要因は、長期借入金の減少

百万円によるものであります。 

  純資産の部では、利益剰余金の増加 百万円等により 百万円（前連結会計年度末比 百万円増）となり

ました。    

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  第３四半期連結累計期間及び通期連結業績の予想につきましては、平成24年５月８日公表の数値から変更はござ

いません。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更  

  （減価償却方法の変更） 

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ０百万円増加しております。   

   

   

254 3,744

2,857 249 887 4

297 49 500

19

526 25 8 140

99 145

44 24

148

306 3,209 369

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,057,663 760,347

売掛金 646,633 695,754

有価証券 800,000 1,300,000

仕掛品 42,399 19,535

その他 62,867 83,884

貸倒引当金 △2,176 △2,428

流動資産合計 2,607,386 2,857,094

固定資産   

有形固定資産 98,902 110,771

無形固定資産   

のれん 175,630 195,529

その他 258,013 240,890

無形固定資産合計 433,644 436,420

投資その他の資産 350,108 340,370

固定資産合計 882,655 887,563

資産合計 3,490,042 3,744,657

負債の部   

流動負債   

買掛金 147,861 48,753

1年内返済予定の長期借入金 44,436 －

未払法人税等 146,884 292,160

賞与引当金 52,698 51,385

その他 109,741 134,627

流動負債合計 501,621 526,926

固定負債   

長期借入金 148,487 －

その他 153 8,433

固定負債合計 148,640 8,433

負債合計 650,261 535,359

純資産の部   

株主資本   

資本金 716,570 716,570

資本剰余金 914,795 914,795

利益剰余金 1,192,882 1,498,922

自己株式 △69,963 △69,963

株主資本合計 2,754,283 3,060,323

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △11,300 24,385

その他の包括利益累計額合計 △11,300 24,385

新株予約権 － 9,478

少数株主持分 96,797 115,109

純資産合計 2,839,781 3,209,297

負債純資産合計 3,490,042 3,744,657
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 1,243,110 1,956,583

売上原価 465,550 556,335

売上総利益 777,560 1,400,247

販売費及び一般管理費 525,535 621,032

営業利益 252,025 779,215

営業外収益   

受取利息 1,230 1,637

受取配当金 704 2,204

その他 646 364

営業外収益合計 2,580 4,206

営業外費用   

支払利息 2,551 1,293

営業外費用合計 2,551 1,293

経常利益 252,054 782,128

特別損失   

固定資産除却損 148 －

投資有価証券評価損 － 58,907

損害賠償金 360 －

特別損失合計 508 58,907

税金等調整前四半期純利益 251,545 723,220

法人税、住民税及び事業税 125,940 289,088

法人税等調整額 △14,799 △10,597

法人税等合計 111,140 278,490

少数株主損益調整前四半期純利益 140,404 444,730

少数株主利益 18,143 40,905

四半期純利益 122,261 403,824
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 140,404 444,730

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △43,745 35,685

その他の包括利益合計 △43,745 35,685

四半期包括利益 96,658 480,415

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 78,515 439,509

少数株主に係る四半期包括利益 18,143 40,905
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該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。   

   

（株式分割、単元株制度の採用及び定款の一部変更） 

  当社は、平成24年８月27日開催の取締役会決議に基づき、平成24年10月１日付をもって株式分割及び単元株制度の採

用を実施いたしました。また、当該株式分割及び単元株制度の採用に伴い、平成24年８月27日開催の取締役会決議に基

づき、平成24年10月１日付をもって定款の一部を変更いたしました。 

(1) 株式分割及び単元株制度の採用の目的 

株式分割により、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることで、株式の流動性向上と投資家層の拡大を図

ることを目的としております。 

また、平成19年11月27日に全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨に鑑み、当社株

式の売買単位を100株とするため、単元株式数を100株とする単元株制度を採用いたしました。この株式分割及び単

元株制度の採用により、当社株式の投資単位当たりの金額は実質的に２分の１になります。 

(2) 株式分割の概要 

① 分割の方法 

平成24年９月30日を基準日とし、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する普通株式を１株に

つき200株の割合をもって分割いたしました。 

② 分割により増加した株式数 

株式分割前の発行済株式総数                   47,296 株 

今回の分割により増加した株式数            9,411,904 株 

株式分割後の発行済株式総数                9,459,200 株 

株式分割後の発行可能株式総数             31,744,000 株 

③ 分割の効力発生日 

平成24年10月１日  

④ 新株予約権行使価額の調整 

株式の分割に伴い、当社発行の新株予約権（平成23年６月17日開催の定時株主総会決議に基づく新株予約権） 

の１株当たりの行使価額を平成24年10月１日以降、以下のとおり調整いたします。 

    調整前行使価額  126,405円 

    調整後行使価額      633円 

(3) 単元株制度の採用 

① 新設する単元株式の数 

単元株制度を採用し、単元株式数を100株といたしました。 

② 単元株制度の効力発生日 

平成24年10月１日   

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）重要な後発事象
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